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は　

じ　

め　

に

一　

修
理
方
針

二　

修
理
前
の
状
況

　
（
一
）　

初
音
蒔
絵
文
台　

一
基
に
つ
い
て

　
（
二
）　

初
音
蒔
絵
硯
箱　

一
合
に
つ
い
て

三　

初
音
蒔
絵
文
台
の
修
理

　
（
一
）　

令
和
五
年（
二
〇
二
三
）度
分

　
（
二
）　

令
和
六
年（
二
〇
二
四
）度
分

四　

初
音
蒔
絵
硯
箱
の
修
理

　
（
一
）　

令
和
五
年
度
分

　
（
二
）　

令
和
六
年
度
分

五　

初
音
蒔
絵
文
台
・
初
音
蒔
絵
硯
箱
の
蛍
光
Ｘ
線
分
析

六　

初
音
蒔
絵
文
台
の
布
着
せ

　

お　

わ　

り　

に

は　

じ　

め　

に

徳
川
美
術
館
が
所
蔵
す
る
国
宝
「
婚
礼
調
度
類（
徳
川
光
友
夫
人
千
代
姫
所
用
）」
の
う

ち
、
初
音
蒔
絵
文
台 

一
基
・
初
音
蒔
絵
硯
箱 

一
合（
図
1
）に
つ
い
て
、
令
和
五
～
六

年（
二
〇
二
三
～
二
四
）度
の
二
カ
年
度
に
わ
た
り
、
目
白
漆
芸
文
化
財
研
究
所
に
て
修

理
を
実
施
し
た（
以
下
、
本
修
理
と
称
す
る
）。
本
修
理
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
徳
川
美
術

館
の
活
動
支
援
基
金
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
国
と
愛
知
県
の
補
助
金
お
よ
び
公
益
財

団
法
人
住
友
財
団
の
「
文
化
財
維
持
・
修
復
事
業
助
成
」
の
補
助
を
受
け
た
。

本
稿
で
は
、
目
白
漆
芸
文
化
財
研
究
所
の
報
告
書
に
基
づ
き
、
本
修
理
の
概
要
を
報

告
す
る
。
な
お
本
修
理
に
あ
た
り
、
初
音
蒔
絵
文
台
・
初
音
蒔
絵
硯
箱
の
蛍
光
Ｘ
線
分

析
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
本
修
理
中
に
新
た
な
知
見
も
得
ら
れ
た
た
め
、
あ
わ
せ
て
報

告
す
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

〔
修
理
報
告
〕

国
宝
　
初
音
蒔
絵
文
台 

一
基
・
初
音
蒔
絵
硯
箱 

一
合
の
修
理
に
つ
い
て

板
　
谷
　
寿
　
美
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一　

修
理
方
針

本
修
理
は
指
定
文
化
財
漆
工
芸
保
存
修
理
の
理
念
に
則
り
、
文
化
庁
の
指
導
の
も

と
、
現
状
保
存
修
理
を
原
則
と
し
た
。
修
理
に
際
し
て
は
事
前
調
査
を
実
施
し
て
、
現

状
確
認
を
し
た
上
で
修
理
工
程
を
計
画
し
た
。
ま
た
写
真
撮
影
を
伴
っ
た
修
理
の
記
録

を
取
り
、
修
理
後
と
比
較
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
修
理
終
了
後
に
目
白
漆
芸
文
化
財
研

究
所
が
報
告
書
を
作
成
し
た
。

二　

修
理
前
の
状
況

初
音
蒔
絵
文
台
・
初
音
蒔
絵
硯
箱
と
も
に
、
木
地
の
収
縮
に
よ
る
大
き
な
亀
裂
や
歪

み
・
弛
み
、
漆
塗
膜
の
剥
落
、
金
貝
や
赤
珊
瑚
の
剥
落
な
ど
の
深
刻
な
損
傷
は
な
い

が
、
完
成
よ
り
約
四
百
年
の
時
を
経
て
漆
塗
膜
の
劣
化
が
進
み
、
汚
れ
も
見
受
け
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
予
防
的
措
置
と
し
て
本
修
理
を
行
っ
た
。

ま
ず
は
各
作
品
の
概
要
と
本
修
理
前
の
状
況
を
述
べ
る
。
な
お
、
初
音
の
調
度
の
全

体
的
な
概
要
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
述
べ
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
既
刊

の
図
録
や
先
行
す
る
修
理
報
告
な
ど
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
一
）　

初
音
蒔
絵
文
台　

一
基
に
つ
い
て

初
音
蒔
絵
文
台

所
蔵
番
号
：
初
音
調
度
三
八
・
一

法
量
：
高
九
・
五
糎
、
縦
三
三
・
八
糎
、
横
五
八
・
三
糎

総
体
梨
子
地
に
研
出
蒔
絵
・
高
蒔
絵
・
平
蒔
絵
を
は
じ
め
、
多
様
な
蒔
絵
技
法
を
用

（
4
）

い
、『
源
氏
物
語
』「
初
音
」
帖
の
う
ち
、
冬
の
御
殿
の
様
相
を
表
す
。
天
板
に
「
初
音
」

帖
に
出
て
く
る
和
歌
の
う
ち
、
下
の
句
「
け
ふ
鶯
の
初
音
き
か
せ
よ
」
が
彫
金
埋
込
と

彫
金
貼
付
で
表
さ
れ
る
。
三
羽
の
鶯
お
よ
び
橋
は
彫
金
貼
付
で
表
さ
れ
る
。
初
音
蒔
絵

調
度
に
施
さ
れ
る
大
半
の
梅
花
は
銀
で
象
ら
れ
る
が
、
初
音
蒔
絵
文
台
で
は
赤
珊
瑚
も

用
い
ら
れ
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
天
板
左
右
端
に
は
筆
返
し
が
つ
き
、
銀
製
飾
金
具
も

備
わ
る
。
天
板
側
面
に
は
銀
製
隅
金
具
が
施
さ
れ
、
波
と
梅
が
彫
り
表
さ
れ
る
。
脚
に

は
銀
製
の
覆
輪
金
具
が
つ
け
ら
れ
る
。

本
修
理
前
の
状
況
と
し
て
は
、
全
体
に
経
年
に
よ
る
漆
塗
膜
の
劣
化
お
よ
び
銀
の
銹

化
が
見
ら
れ
た
。
埃
や
汚
れ
の
付
着
が
見
受
け
ら
れ
、
特
に
極
込
内
に
は
埃
が
堆
積
し

て
い
る
箇
所
も
あ
っ
た
。
ま
た
蒔
絵
部
分
に
朱
色
の
付
着
物
が
確
認
さ
れ
た
。
彫
金
埋

込
の
葦
手
文
字
の
一
部
の
際き

わ

に
は
、
漆
塗
膜
の
剥
離
が
見
ら
れ
た
。
遡
れ
る
限
り
の
記

録
で
は
、
修
理
さ
れ
た
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
天
板
や
縁
回
り
、
裏
面
の
各
所
に

は
蒔
絵
粉
の
色
が
異
な
る
箇
所
が
あ
る（
図
2
）。
こ
れ
ら
は
過
去
に
修
理
を
施
し
た
痕

跡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
文
台
の
脚
の
覆
輪
金
具
の
う
ち
、
正
面
よ
り
向
か
っ
て
左
側
の
前
脚
左
側
面

の
金
具
の
釘
が
一
本
欠
失
し
て
お
り
、
不
安
定
な
状
態
に
あ
っ
た
。

（
二
）　

初
音
蒔
絵
硯
箱　

一
合
に
つ
い
て

初
音
蒔
絵
硯
箱

所
蔵
番
号
：
初
音
調
度
三
八
・
二

法
量
：
高
五
・
五
糎
、
縦
二
四
・
五
糎
、
横
二
三
・
〇
糎

総
体
梨
子
地
に
研
出
蒔
絵
・
高
蒔
絵
・
平
蒔
絵
を
は
じ
め
、
多
様
な
蒔
絵
技
法
を
用

い
、『
源
氏
物
語
』「
初
音
」
帖
の
う
ち
、
春
の
御
殿
の
様
相
を
表
す
。
蓋
表
に
「
初
音
」

帖
に
出
て
く
る
和
歌
の
う
ち
、
上
の
句
で
あ
る
「
年
月
を
ま
つ
に
ひ
か
れ
て
ふ
る
人
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に
」
が
彫
金
埋
込
と
蒔
絵
で
表
さ
れ
る
。

蓋
に
甲
盛
や
胴
張
は
な
く
、
角
面
取
が
施
さ
れ
た
被
蓋
造
で
、
面
取
り
部
分
は
金
沃

懸
地
と
な
っ
て
い
る
。
初
音
蒔
絵
調
度
に
施
さ
れ
る
大
半
の
梅
花
は
銀
で
象
ら
れ
る

が
、
初
音
蒔
絵
硯
箱
で
は
赤
珊
瑚
も
用
い
ら
れ
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
銀
お
よ
び
赤
珊

瑚
に
よ
る
装
飾
は
、
蓋
表
の
み
な
ら
ず
、
蓋
裏
・
蓋
側
面
・
身
側
面
・
懸
子
に
及
ぶ
。

彫
金
貼
付
で
表
さ
れ
る
鶯
は
蓋
表
に
一
羽
、
蓋
裏
に
一
羽
と
な
っ
て
い
る
。
身
に
も
胴

張
は
な
く
、
内
部
中
央
に
下
水
板
が
、
左
右
に
懸
子
が
あ
る
。
内
容
品
と
し
て
硯
・
銀

製
水
滴
・
錐
・
小
刀
・
墨
挟
が
附
属
す
る
。
硯
の
裏
面
に
は
「
天
下
一
杉
本
豊
後（
花

押
）」
と
刻
ま
れ
る
。
錐
・
小
刀
・
墨
挟
に
も
蒔
絵
が
施
さ
れ
る
。

本
修
理
前
の
状
況
と
し
て
は
、
全
体
に
経
年
に
よ
る
漆
塗
膜
の
劣
化
お
よ
び
銀
の
銹

化
、
埃
や
汚
れ
の
付
着
が
見
受
け
ら
れ
た
。
身
内
側
の
入
隅
に
は
埃
の
堆
積
が
確
認
で

き
た
。
蓋
裏
の
高
蒔
絵
で
表
し
た
岩
の
一
部
に
は
、
蒔
絵
や
漆
塗
膜
が
摩
滅
し
、
下
地

が
露
出
し
て
い
る
部
分
が
あ
っ
た
。
ま
た
蓋
の
内
側
面
に
は
使
用
時
の
開
閉
に
よ
る
筋

状
の
摩
耗
痕
が
複
数
箇
所
、
口
縁
部
に
は
打
損
も
見
ら
れ
た
。

蓋
や
身
の
側
面
、
懸
子
の
見
込
に
は
赤
珊
瑚
の
欠
失
・
白
色
や
朱
色
の
付
着
物
が
確

認
で
き
る
。
銀
製
の
梅
花
も
身
の
側
面
や
懸
子
の
見
込
の
数
箇
所
で
欠
失
し
て
い
た
。

内
容
品
に
つ
い
て
は
、
錐
の
先
が
緩
み
、
外
れ
か
け
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。

三　

初
音
蒔
絵
文
台
の
修
理

（
一
）　

令
和
五
年（
二
〇
二
三
）度
分

①
修
理
前
調
査
・
記
録

修
理
前
と
修
理
後
の
比
較
が
で
き
る
よ
う
、
作
品
の
全
景
お
よ
び
部
分
の
写
真
撮
影

を
行
っ
た
。
ま
た
、
損
傷
状
況
を
調
査
・
記
録
し
、
修
理
作
業
工
程
を
確
認
し
た
。
修

理
作
業
工
程
の
確
認
を
し
た
後
、
蛍
光
Ｘ
線
分
析
を
実
施
し
た
。
蛍
光
Ｘ
線
分
析
に
つ

い
て
は
第
五
章
で
後
述
す
る
。

②
設
置
台
製
作
等
準
備

作
品
を
安
定
さ
せ
て
修
理
作
業
を
行
う
た
め
に
、
設
置
台
を
製
作
し
た（
図
3
）。
設

置
台
の
製
作
に
加
え
、
漆
塗
膜
を
押
さ
え
る
な
ど
の
作
業
で
必
要
な
心
張
り
に
使
用
す

る
木
枠
や
治
具
の
製
作
・
準
備
を
行
っ
た
。

③
養
生
・
塗
膜
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
前
に
損
傷
箇
所
や
、
赤
珊
瑚
や
銀
の
貼
り
付
い
て
い
る
箇
所
に

は
、
作
業
中
に
剥
落
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
の
養
生
を
行
っ
た
。
養
生
に
あ
た
っ
て
は
、

精
製
水
で
希
釈
し
接
着
力
を
調
整
し
た
糊
で
、
小
さ
く
短
冊
状
に
切
っ
た
雁
皮
紙
を

貼
っ
た（
図
4
）。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
、
作
品
表
面
の
埃
を
毛
棒
で
払
い
落
と
し
た
後
、
精
製
水
を
わ
ず

か
に
含
ま
せ
た
や
わ
ら
か
い
綿
布
や
綿
棒
な
ど
を
使
用
し
、
数
回
に
分
け
て
漆
塗
膜
表

面
の
汚
れ
を
少
し
ず
つ
取
り
除
い
た（
図
5
・
6
）。
精
製
水
の
み
で
取
り
除
く
こ
と
の

で
き
な
い
場
合
は
、
精
製
水
と
無
水
エ
タ
ノ
ー
ル
を
混
合
し
た
溶
液
を
適
宜
使
用
し

た
。
付
着
物
に
つ
い
て
は
、
柔
ら
か
い
篦へ

ら

を
用
い
て
除
去
し
た
。

た
だ
し
、
亀
裂
や
剥
離
な
ど
の
損
傷
箇
所
が
見
ら
れ
る
際
、
脆
弱
な
箇
所
は
無
理
に

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
わ
ず
、
含
浸
や
押
さ
え
な
ど
の
作
業
を
進
め
て
安
定
し
た
状
態
で

あ
る
か
を
確
認
し
た
上
で
、
適
宜
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
。

④
麦
漆
含
浸

は
じ
め
に
木
地
構
造
の
安
定
を
確
認
し
た
。
そ
の
上
で
漆
塗
膜
が
欠
失
し
て
下
地
が
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露
出
し
た
損
傷
箇
所
を
補
強
す
る
た
め
、
麦
漆
を
溶
剤
で
希
釈
し
て
、
筆
を
用
い
て
含

浸
を
行
っ
た
。
損
傷
箇
所
の
状
態
に
応
じ
て
麦
漆
の
希
釈
濃
度
を
調
整
し
、
数
回
に
分

け
て
含
浸
し
た
。
十
分
に
麦
漆
を
含
浸
さ
せ
た
後
、表
面
の
余
分
な
麦
漆
を
拭
き
取
り
、

乾
固
さ
せ
た
。

⑤
塗
膜
押
さ
え

漆
塗
膜
が
剥
離
し
て
い
る
箇
所
は
押
さ
え
を
行
い
、
安
定
さ
せ
た
。
剥
離
箇
所
の
状

態
に
応
じ
て
、
麦
漆
の
希
釈
濃
度
を
調
整
し
、
筆
な
ど
を
用
い
て
剥
離
塗
膜
の
際
よ
り

数
回
に
分
け
て
含
浸
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
表
面
に
残
っ
た
麦
漆
を
拭
き
取
り
、
ク
ラ

ン
プ
な
ど
を
用
い
て
剥
離
箇
所
の
圧
着
を
し
た（
図
7
）。

⑥
修
理
記
録
・
撮
影

令
和
五
年
度
に
実
施
し
た
作
業
の
記
録
を
ま
と
め
、
修
理
箇
所
の
写
真
撮
影
を
行
っ

た
。

⑦
報
告
書
作
成

令
和
五
年
度
の
作
業
記
録
を
確
認
し
、
同
年
度
分
の
報
告
書
を
作
成
し
た
。

（
二
）　

令
和
六
年（
二
〇
二
四
）度
分

①
赤
珊
瑚
押
さ
え

赤
珊
瑚
に
浮
き
が
み
ら
れ
た
箇
所
に
は
膠
を
用
い
て
押
さ
え
を
行
い
、
安
定
さ
せ

た
。
膠
は
赤
珊
瑚
の
浮
き
の
状
態
に
合
わ
せ
て
希
釈
し
、
接
着
力
を
調
整
し
た
。
筆
を

用
い
て
際
か
ら
含
浸
さ
せ
た
後
、
余
分
な
膠
が
残
ら
な
い
よ
う
綿
棒
な
ど
で
吸
い
取

り
、
心
張
り
法
で
圧
着
し
た（
図
8
）。

②
切
金
・
金
貝
押
さ
え

切
金
や
金
貝
・
極
込
な
ど
で
剥
離
が
み
ら
れ
た
箇
所
は
、
膠
を
用
い
て
押
さ
え
を
行

い
、
安
定
さ
せ
た
。
膠
の
接
着
力
は
剥
離
箇
所
の
状
態
に
合
わ
せ
て
希
釈
し
、
調
整
し

た
。
筆
を
用
い
て
際
か
ら
含
浸
さ
せ
た
後
、
余
分
な
膠
が
残
ら
な
い
よ
う
綿
棒
な
ど
で

吸
い
取
り
、
心
張
り
法
で
圧
着
し
た
。

③
釘
の
新
補

脚
の
覆
輪
金
具
の
う
ち
、
向
か
っ
て
左
側
の
前
脚
左
側
面
の
金
具
の
釘
が
一
本
欠
失

し
、
歪
み
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
先
端
が
浮
き
上
が
っ
て
い
る
状
態
と
な
っ
て
い
た

（
図
9
）。
覆
輪
金
具
を
脚
に
添
わ
せ
る
た
め
に
、
覆
輪
金
具
を
外
し
た
。
釘
を
外
す
際

に
は
、
周
辺
を
保
護
す
る
目
的
で
厚
手
の
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
釘
近
く
に
置
き
、
釘
抜

き
を
用
い
て
少
し
ず
つ
力
を
加
え
た
。
そ
し
て
あ
る
程
度
釘
が
抜
け
た
段
階
で
、
先
端

部
分
を
養
生
し
た
ニ
ッ
パ
ー
を
用
い
て
、
慎
重
に
取
り
外
し
た（
図
10
～
12
）。
釘
穴
に

は
補
強
の
た
め
溶
剤
で
希
釈
し
た
麦
漆
を
含
浸
さ
せ
、
漆
固
め
を
行
っ
た
。
覆
輪
金
具

は
少
し
ず
つ
力
を
加
え
て
歪
み
を
直
し
、
脚
か
ら
浮
か
な
い
よ
う
調
整
し
た
。
釘
は
令

和
五
年
度
の
蛍
光
Ｘ
線
分
析
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
銀
製
の
釘
を
新
調
し
た
。
覆
輪

金
具
の
取
り
付
け
に
際
し
て
は
、
釘
穴
に
麦
漆
を
充
填
し（
図
13
）、
釘
が
し
っ
か
り
と

留
ま
る
よ
う
、
黄つ

げ楊
材
の
小
片
を
挿
し
込
ん
だ
後（
図
14
）、
先
端
に
厚
手
の
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
を
取
り
付
け
た
道
具
を
用
い
て
釘
を
釘
穴
に
押
し
込
み（
図
15
）、
麦
漆
を
乾
固

さ
せ
て
固
定
し
た（
図
16
）。

④
錆
付
け

漆
塗
膜
が
欠
失
し
て
い
る
箇
所
か
ら
の
さ
ら
な
る
剥
落
を
防
止
す
る
た
め
、
錆
漆
に

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）
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よ
る
錆
付
け
を
行
っ
た
。

⑤
漆
固
め

使
用
に
よ
る
擦
傷
や
経
年
に
よ
る
紫
外
線
の
影
響
を
受
け
て
劣
化
し
た
漆
塗
膜
の
補

強
を
目
的
と
し
て
、
漆
固
め
を
行
っ
た
。
木
地
呂
漆
と
生
正
味
漆
を
八
対
二
の
割
合
で

調
合
し
た
漆
を
溶
剤
で
希
釈
し
、
刷
毛
や
ス
ポ
ン
ジ
綿
棒
な
ど
を
用
い
て
、
梨
子
地
部

分
に
の
み
塗
布
し
た（
図
17
）。
そ
の
後
、
漆
塗
膜
表
面
に
漆
が
残
ら
な
い
よ
う
、
丁
寧

に
拭
き
取
り
、
乾
固
さ
せ
た
。

⑥
修
理
記
録
・
撮
影

令
和
六
年
度
に
実
施
し
た
作
業
の
記
録
を
ま
と
め
、
修
理
前
後
の
比
較
が
で
き
る
よ

う
、
修
理
箇
所
お
よ
び
全
景
の
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。

⑦
報
告
書
作
成

令
和
六
年
度
の
作
業
記
録
を
確
認
し
、
同
年
度
分
の
報
告
書
を
作
成
し
た
。

四　

初
音
蒔
絵
硯
箱
の
修
理

（
一
）　

令
和
五
年
度
分

①
修
理
前
調
査
・
記
録

作
業
詳
細
は
第
三
章（
一
）①
に
同
じ
。

②
設
置
台
製
作
等
準
備

作
業
詳
細
は
第
三
章（
一
）②
に
同
じ（
図
18
）。

③
養
生
・
塗
膜
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
前
に
、
漆
塗
膜
の
剥
離
を
確
認
し
た
箇
所
や
損
傷
箇
所
に
養
生

を
行
っ
た
。
養
生
に
あ
た
っ
て
は
、
精
製
水
で
希
釈
し
接
着
力
を
調
整
し
た
糊
で
、
小

さ
く
短
冊
状
に
切
っ
た
雁
皮
紙
を
貼
っ
た
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
、
作
品
表
面
の
埃
を
毛
棒
で
払
い
落
と
し
た
後
、
精
製
水
を
わ
ず

か
に
含
ま
せ
た
や
わ
ら
か
い
木
綿
布
や
綿
棒
な
ど
を
使
用
し
、
数
回
に
分
け
て
漆
塗
膜

表
面
の
汚
れ
を
少
し
ず
つ
取
り
除
い
た
。
精
製
水
の
み
で
取
り
除
く
こ
と
の
で
き
な
い

場
合
は
、
精
製
水
と
エ
タ
ノ
ー
ル
を
混
合
し
た
溶
液
を
適
宜
使
用
し
た
。
た
だ
し
、
亀

裂
や
剥
離
な
ど
の
損
傷
箇
所
が
見
ら
れ
る
際
、
脆
弱
な
箇
所
は
無
理
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

を
行
わ
ず
、
含
浸
や
押
さ
え
な
ど
の
作
業
を
進
め
て
安
定
し
た
状
態
で
あ
る
か
を
確
認

し
た
上
で
、
適
宜
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
。

蓋
表
の
朱
色
の
付
着
物
は
、
柔
軟
性
の
あ
る
篦
を
用
い
て
可
能
な
範
囲
で
除
去
し

た
。
朱
色
の
付
着
物
の
周
囲
に
は
、
高
蒔
絵
や
赤
珊
瑚
・
金
貝
な
ど
を
用
い
た
装
飾
が

な
さ
れ
て
い
た
。
装
飾
に
よ
っ
て
凸
凹
が
非
常
に
多
い
箇
所
で
あ
っ
た
た
め
、
剥
離
に

留
意
し
つ
つ
慎
重
に
付
着
物
の
除
去
作
業
を
実
施
し
た
。

④
接
着
剤
除
去

接
着
剤
な
ど
の
付
着
物
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
柔
軟
性
の
あ
る
篦
を
用
い
て
可
能
な

範
囲
で
除
去
し
た（
図
19
～
21
）。
篦
で
の
除
去
が
困
難
な
場
合
に
は
、
精
製
水
や
無
水

エ
タ
ノ
ー
ル
を
わ
ず
か
に
含
ま
せ
た
綿
棒
を
用
い
て
接
着
剤
を
緩
ま
せ
て
か
ら
除
去
作

業
を
実
施
し
た
。

⑤
亀
裂
含
浸（
構
造
安
定
）

（
9
）
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一
〇
〇

下
水
板
の
木
地
接
合
部
に
生
じ
た
亀
裂
に
麦
漆
を
含
浸
し
、
木
地
構
造
を
安
定
さ
せ

た
。

⑥
麦
漆
含
浸

作
業
詳
細
は
第
三
章（
一
）④
に
同
じ
。

⑦
塗
膜
押
さ
え

作
業
詳
細
は
第
三
章（
一
）⑤
に
同
じ
。

⑧
修
理
記
録
・
撮
影

作
業
詳
細
は
第
三
章（
一
）⑥
に
同
じ
。

⑨
報
告
書
作
成

作
業
詳
細
は
第
三
章（
一
）⑦
に
同
じ
。

（
二
）　

令
和
六
年
度
分

①
赤
珊
瑚
押
さ
え

作
業
詳
細
は
第
三
章（
二
）①
に
同
じ
。

②
切
金
・
金
貝
押
さ
え

作
業
詳
細
は
第
三
章（
二
）②
に
同
じ
。

③
錐
の
調
整

初
音
蒔
絵
硯
箱
の
内
容
品
で
あ
る
錐
は
、
軸
か
ら
先
端
部
分
が
外
れ
か
け
て
い
た
。

錐
の
先
端
部
分
と
留
金
具
を
軸
か
ら
取
り
外
し（
図
22
）、
軸
の
差
込
口
か
ら
針
な
ど
を

用
い
て
内
部
に
溜
ま
っ
て
い
る
塵
や
埃
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
。

軸
の
差
込
口
周
辺
は
漆
塗
膜
が
欠
損
し
て
木
地
が
露
出
し
て
い
た
状
態
で
あ
っ
た
た

め
、
筆
を
用
い
て
溶
剤
で
希
釈
し
た
麦
漆
の
含
浸
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
漆
塗
膜
と
の

際
処
置
と
し
て
、
錆
付
け
を
行
っ
た（
図
23
）。

錐
の
先
端
部
分
の
緩
み
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
、
先
端
部
分
と
金
具
の
取
り
付
け
を

行
っ
た
が
、
軸
側
の
穴
の
深
さ
が
浅
い
た
め
、
先
端
部
分
が
軸
に
収
ま
ら
な
い
状
態
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
先
端
部
分
を
収
め
る
に
は
、
軸
側
の
穴
の
深
さ
を
調
整
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
文
化
庁
は
じ
め
関
係
各
所
と
方
針
を
協
議
し
た
。
錐
の
先
端
部
分

が
当
初
の
も
の
で
は
な
い
可
能
性
や
取
り
替
え
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
徳
川
美
術
館
で
は
初
音
蒔
絵
硯
箱
以
外
の
初
音
の
調
度
に
附
属
す
る
錐
の
先
端
部

分
の
形
状
と
収
ま
り
具
合
を
確
認
し
た
。
初
音
蒔
絵
硯
箱
以
外
の
初
音
の
調
度
に
附
属

す
る
錐
は
全
て
き
ち
ん
と
収
ま
り
、
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
関
係
各
所
へ
報

告
し
た
。
協
議
の
結
果
、
穴
の
深
さ
の
調
整
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
。

た
だ
し
、
先
端
部
分
が
軸
か
ら
抜
け
落
ち
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
差
込
口
内
に
筒

状
に
巻
い
た
楮
紙
を
入
れ
て
穴
の
径
を
調
整
し
、
そ
こ
に
先
端
部
分
を
挿
し
込
ん
で
固

定
し
た（
図
24
）。
な
お
、
先
端
部
分
お
よ
び
筒
状
に
巻
い
た
楮
紙
は
後
で
取
り
外
せ
る

よ
う
、
固
定
に
際
し
て
接
着
剤
は
用
い
て
い
な
い
。

④
下
地
付
け

漆
塗
膜
が
欠
失
し
た
箇
所
に
、
漆
下
地
を
施
し
た
。
漆
下
地
は
損
傷
箇
所
の
状
態
に

応
じ
て
混
合
す
る
地じ

の
粉
を
変
え
た
。
下
地
付
け
を
し
た
後
、
下
地
を
乾
固
さ
せ
、
砥

石
な
ど
を
用
い
て
下
地
表
面
の
形
状
を
調
整
し
た
。
下
地
付
け
・
乾
固
・
表
面
の
調
整

の
一
連
の
作
業
を
数
回
行
い
、
損
傷
箇
所
に
漆
下
地
が
適
切
に
施
さ
れ
た
こ
と
を
確
認

（
10
）

（
11
）
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一
〇
一

し
た
後
、
下
地
表
面
の
漆
固
め
を
行
っ
た
。

⑤
錆
付
け

作
業
詳
細
は
第
三
章（
二
）④
に
同
じ
。

⑥
漆
固
め

作
業
詳
細
は
第
三
章（
二
）⑤
に
同
じ
。

⑦
修
理
記
録
・
撮
影

作
業
詳
細
は
第
三
章（
二
）⑥
に
同
じ
。

⑧
報
告
書
作
成

作
業
詳
細
は
第
三
章（
二
）⑦
に
同
じ
。

五　

初
音
蒔
絵
文
台
・
初
音
蒔
絵
硯
箱
の
蛍
光
Ｘ
線
分
析

本
修
理
の
実
施
に
際
し
て
、
令
和
五
年（
二
〇
二
三
）六
月
二
十
八
日
に
、
東
京
文
化

財
研
究
所
の
早
川
泰
弘
氏（
特
任
研
究
員
）・
倉
島
玲
央
氏（
保
存
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究

員
）の
協
力
で
、
目
白
漆
芸
文
化
財
研
究
所
修
理
室
に
て
蛍
光
Ｘ
線
分
析
を
実
施
し
た

（
図
25
）。

蛍
光
Ｘ
線
分
析
を
実
施
し
た
の
は
、
初
音
蒔
絵
文
台
の
天
板
お
よ
び
天
板
の
裏
面
・

右
側
面
、
初
音
蒔
絵
硯
箱
の
蓋
裏
・
身
背
面
・
錐
で
、
計
七
十
六
箇
所
の
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
。
具
体
的
な
分
析
箇
所
に
つ
い
て
は
図
26
〜
31
を
参
照
さ
れ
た
い
。
た
だ
し
初
音

蒔
絵
文
台
・
初
音
蒔
絵
硯
箱
に
は
多
様
な
蒔
絵
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
上
、
複
数
の

蒔
絵
粉
が
密
に
蒔
か
れ
て
お
り
、
Ｘ
線
照
射
径
の
中
に
複
数
の
金
属
材
料
が
存
在
す
る

場
合
が
あ
り
、
正
確
に
金
属
材
料
を
特
定
で
き
な
い
箇
所
も
存
在
し
た
。

初
音
蒔
絵
文
台
・
初
音
蒔
絵
硯
箱
は
目
視
で
も
、
金
色
・
銀
色
・
銀
黒
色
と
様
々
な

金
属
の
色
調
が
確
認
で
き
る
。
地
蒔
の
梨
子
地
や
水
面
は
金
色
に
発
色
し
て
お
り
、
金

九
七
～
九
八
％（
銀
二
～
三
％
）の
非
常
に
純
度
の
高
い
金
粉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
文
台
天
板
に
表
さ
れ
た
葵
紋
は
、
金
色
・
金
色
と
銀
色
の
混

ざ
っ
た
色
・
灰
色
の
三
色
に
見
え
、
完
成
か
ら
四
百
年
経
っ
た
現
在
に
至
っ
て
は
、

ま
っ
た
く
異
な
る
色
味
を
呈
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
蒔
絵
粉
の
金
銀
の
含
有
率
の

差
に
加
え
、
銀
の
銹
化
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
分
析
の
結
果
、
金
色
の
葉（
図
26
№

32
）
は
金
九
八
％（
銀
二
％
）、
金
色
と
銀
色
が
混
ざ
っ
た
色
の
葉（
図
26
№
33
）
は
金

九
六
％（
銀
四
％
）、
灰
色
の
葉（
図
26
№
34
）は
金
八
一
％（
銀
一
九
％
）で
あ
っ
た
。
最
も

銀
の
銹
化
の
激
し
い
葉
で
も
金
の
含
有
率
が
八
〇
％
を
超
え
て
お
り
、
つ
ま
り
現
在
の

色
味
ほ
ど
色
調
の
差
は
な
く
、
金
色
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
三
つ
葉
葵
で
あ
っ
た
と
想

定
で
き
る
。

初
音
蒔
絵
文
台
の
隅
金
具
か
ら
は
金
・
銀
の
ほ
か
、
わ
ず
か
に
水
銀
が
検
出
さ
れ

た
。
水
銀
検
出
は
ア
マ
ル
ガ
ム
鍍
金（
メ
ッ
キ
）が
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

初
音
蒔
絵
硯
箱
に
は
内
容
品
と
し
て
錐
が
附
属
し
、
そ
の
先
端
部
分
は
金
色
に
発
色

し
て
い
る
。
分
析
の
結
果
、
銅
と
亜
鉛
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
金
は
検
出
さ
れ
な
か
っ

た
。
つ
ま
り
錐
の
先
端
部
分
は
真
鍮（
黄
銅
）製
で
あ
っ
た
。
真
鍮
は
江
戸
時
代
に
お
い

て
は
金
の
代
替
素
材
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

以
上
よ
り
、
初
音
蒔
絵
文
台
・
初
音
蒔
絵
硯
箱
に
は
数
種
類
の
金
・
銀
含
有
率
の
蒔

絵
粉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
中
に
は
金
九
八
％（
銀
二
％
）と
い
う
純
度
の
高
い
金
粉
も

用
い
ら
れ
て
お
り
、
初
音
の
調
度
に
最
高
級
の
素
材
が
惜
し
み
な
く
用
い
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
12
）
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一
〇
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六　

初
音
蒔
絵
文
台
の
布
着
せ

初
音
蒔
絵
文
台
は
、
第
三
章（
二
）③
で
述
べ
た
通
り
、
脚
の
覆
輪
金
具
の
釘
が
一
本

欠
失
し
て
お
り
、
脚
か
ら
覆
輪
金
具
が
浮
い
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
釘
を
新
調
し
、

金
具
の
歪
み
を
直
す
た
め
、
覆
輪
金
具
を
外
し
た
と
こ
ろ
、
布
着
せ
が
確
認
で
き
た（
図

32
）。
布
着
せ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
布
は
布
目
が
密
に
詰
ま
っ
て
お
り
、
藍
色
に
染
め

て
あ
っ
た（
図
33
）。
防
虫
の
目
的
で
、
藍
で
染
め
た
布
を
用
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。
一
般
的
に
、
布
着
せ
は
木
地
を
補
強
す
る
た
め
に
施
さ
れ
る
が
、
脚

と
覆
輪
金
具
が
接
す
る
面
か
つ
木
材
の
継
ぎ
目
で
も
な
い
箇
所
に
施
さ
れ
て
い
た
理
由

は
不
明
で
あ
る
。
九
州
国
立
博
物
館
で
の
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
調
査
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
初
音
蒔

絵
調
度
・
胡
蝶
蒔
絵
調
度
に
布
着
せ
が
部
分
的
に
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
認
さ
れ
て

い
た
が
、
実
際
に
布
を
目
視
で
確
認
で
き
た
の
は
今
回
が
初
め
て
で
あ
る
。
今
後
、
幸

阿
弥
家
が
関
与
・
製
作
し
た
漆
工
品
の
検
討
の
み
な
ら
ず
、
近
世
蒔
絵
作
品
の
製
作
を

検
討
す
る
上
で
参
考
に
な
る
情
報
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

お　

わ　

り　

に

本
修
理
を
終
え
、
初
音
蒔
絵
文
台
・
初
音
蒔
絵
硯
箱
は
令
和
七
年（
二
〇
二
五
）三
月

二
十
一
日
に
徳
川
美
術
館
へ
返
納
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
を
外
箱
に
収
め
、
徳

川
美
術
館
の
収
蔵
庫
に
格
納
し
た
。

同
年
四
月
十
二
日
か
ら
六
月
八
日
に
か
け
て
開
催
し
た
徳
川
美
術
館
開
館
九
十
周
年

記
念
特
別
展
「
国
宝 

初
音
の
調
度
」（
於 

徳
川
美
術
館
本
館
展
示
室
）で
初
音
蒔
絵
文
台
・

初
音
蒔
絵
硯
箱
ほ
か
、
初
音
の
調
度
を
全
点
展
示
し
た
。
本
修
理
の
過
程
や
そ
こ
で
得

（
13
）

ら
れ
た
知
見
は
展
示
室
内
に
パ
ネ
ル
で
掲
出
し
、
展
覧
会
に
際
し
て
作
成
し
た
図
録

『
大
解
剖　

国
宝 

初
音
の
調
度
』
で
も
紹
介
し
た
。
初
音
蒔
絵
文
台
・
初
音
蒔
絵
硯
箱

は
今
後
も
名
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
や
特
別
展
・
企
画
展
で
展
示
す
る
と
と
も
に
、

他
館
の
展
覧
会
へ
の
貸
し
出
し
な
ど
に
活
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

註（
1
）　

平
成
八
年（
一
九
九
六
）六
月
二
十
七
日
指
定
。
指
定
番
号
は
工
第
二
五
四
号
。

　

本
稿
で
は
、『
源
氏
物
語
』「
初
音
」
帖
の
意
匠
を
持
つ
四
十
七
件
の
作
品
群
を
「
初
音
蒔

絵
調
度
」
と
呼
称
す
る
。
ま
た
『
源
氏
物
語
』「
胡
蝶
」
帖
の
意
匠
を
持
つ
作
品
群
及
び
金

工
品
や
染
織
品
も
含
め
た
一
括
の
作
品
群
を
指
す
場
合
に
は
「
初
音
の
調
度
」
と
呼
称
す

る
。

（
2
）　

な
お
、
今
回
、
修
理
を
実
施
し
た
初
音
蒔
絵
文
台
・
初
音
蒔
絵
硯
箱
の
ほ
か
に
、
初
音
蒔

絵
調
度
の
中
に
は
も
う
一
組
、
初
音
蒔
絵
文
台
・
初
音
蒔
絵
硯
箱（
所
蔵
番
号
：
初
音
調
度

三
）が
存
在
し
て
い
る
。

（
3
）　

初
音
蒔
絵
文
台
の
修
理
時
に
発
見
さ
れ
た
新
知
見
は
、
徳
川
美
術
館
開
館
九
十
周
年
記
念

特
別
展
「
国
宝　

初
音
の
調
度
」（
会
期
：
令
和
七
年
〈
二
〇
二
五
〉
四
月
十
二
日
～
六
月
八

日
。
会
場
：
徳
川
美
術
館
本
館
展
示
室
）の
パ
ネ
ル
展
示
お
よ
び
展
覧
会
に
際
し
て
作
成
し

た
図
録
『
大
解
剖　

国
宝 

初
音
の
調
度
』（
徳
川
美
術
館
、
二
〇
二
五
年
）所
収
の
拙
稿
「「
初

音
蒔
絵
文
台
・
硯
箱
」
の
修
理
」
に
て
既
に
公
表
し
て
い
る
。
な
お
公
表
に
際
し
て
は
、
公

益
財
団
法
人
住
友
財
団
よ
り
「
修
復
文
化
財
展
示
事
業
助
成
」
を
受
け
た
。

（
4
）　

初
音
の
調
度
は
左
記
図
録
で
全
点
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

・
徳
川
美
術
館
編
『
徳
川
美
術
館
蔵
品
抄
三　

初
音
の
調
度
』（
徳
川
美
術
館
、
一
九
八
五

年
）。

・
徳
川
美
術
館
編
『
新
版　

徳
川
美
術
館
蔵
品
抄
五　

初
音
の
調
度
』（
徳
川
美
術
館
、
二
〇

〇
五
年
）。

　

初
音
の
調
度
の
う
ち
、「
初
音
蒔
絵
貝
桶
」（
所
蔵
番
号
：
初
音
調
度
三
四
）・「
初
音
蒔
絵

帯
箱
」（
所
蔵
番
号
：
初
音
調
度
一
七
）、「
初
音
蒔
絵
見
台
」（
所
蔵
番
号
：
初
音
調
度
三

〇
）・「
初
音
蒔
絵
見
台
」（
所
蔵
番
号
：
初
音
調
度
三
一
）・「
初
音
蒔
絵
旅
香
具
箱
」（
所
蔵
番
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（
10
）　

錐
の
軸
の
差
込
口
以
外
の
部
分
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
み
行
っ
た
。
ま
た
小
刀
・
墨
挟
も
蒔

絵
部
分
の
み
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
。
硯
・
水
滴
お
よ
び
内
容
品
の
金
具
に
つ
い
て
は
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
含
め
一
切
の
処
置
を
施
し
て
い
な
い
。

（
11
）　

漆
下
地
と
は
、
精
製
水
を
含
ま
せ
た
地
の
粉
に
生
正
味
漆
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の
を
指

す
。

（
12
）　

分
析
装
置
お
よ
び
そ
の
条
件
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

装
置
：
Ｂ
Ｒ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｒ　

ハ
ン
ド
ヘ
ル
ド
Ｘ
Ｒ
Ｆ　

Ｓ
1　

Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｂ
Ｏ
―
Ｓ
Ｄ

　
　

Ｘ
線
管
玉
：
Ｐ
ｄ（
パ
ラ
ジ
ウ
ム
）

　
　

管
電
圧
・
管
電
流
：
四
〇
ｋ
Ｖ
・
一
七
μ
Ａ

　
　

Ｘ
線
照
射
径
：
∅
六
～
七
㎜

　
　

測
定
時
間
：
六
〇
秒

　
　

装
置
ヘ
ッ
ド
～
資
料
間
距
離
：
約
一
〇
㎜

　

分
析
結
果
に
つ
い
て
は
早
川
泰
弘
「「
初
音
蒔
絵
文
台
・
硯
箱
」
の
材
料
調
査
」（『
大
解
剖　

国
宝 

初
音
の
調
度
』、
徳
川
美
術
館
、
二
〇
二
五
年
）も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
13
）　

前
掲
註（
3
）図
録
参
照
。

［
附
記
］

　
本
修
理
に
際
し
、
ご
協
力
・
ご
助
言
を
賜
っ
た
目
白
漆
芸
文
化
財
研
究
所
を
は
じ
め
、
松
本
達

弥
氏（
漆
芸
家
）、
中
村
大
朋
氏（
金
工
家
）、
倉
島
玲
央
氏
・
早
川
泰
弘
氏（
以
上
、
東
京
文
化
財

研
究
所
）、
佐
藤
登
美
子
氏
・
高
木
香
奈
子
氏
・
多
比
羅
菜
美
子
氏（
以
上
、
文
化
庁
）に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す（
所
属
機
関
ご
と
、
五
十
音
順
）。

　

ま
た
本
修
理
に
あ
た
り
助
成
を
賜
り
ま
し
た
国
・
愛
知
県
お
よ
び
公
益
財
団
法
人
住
友
財
団

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
徳
川
美
術
館　

學
藝
員
）

号
：
初
音
調
度
二
一
）、「
初
音
蒔
絵
書
棚
」（
所
蔵
番
号
：
初
音
調
度
五
六
）・「
初
音
蒔
絵
書

棚
」（
所
蔵
番
号
：
初
音
調
度
五
八
）・「
胡
蝶
蒔
絵
書
棚
」（
所
蔵
番
号
：
初
音
調
度
五
七
）は

次
の
通
り
、
修
理
報
告
が
出
さ
れ
て
い
る
。

・
小
池
富
雄
「
国
宝
・
初
音
蒔
絵
貝
桶
、
帯
箱
の
修
理
報
告
」（『
尾
陽
』
二
、
徳
川
黎
明
会
、

二
〇
〇
五
年
）。

・
吉
川
美
穂
「〔
修
理
報
告
〕
国
宝 

初
音
蒔
絵
見
台 

二
基
・
旅
香
具
箱 

一
式
の
修
理
に
つ

い
て
」（『
金
鯱
叢
書
』
四
八
、
徳
川
黎
明
会
、
二
〇
二
一
年
）。

・
吉
川
美
穂
「〔
修
理
報
告
〕
国
宝 

初
音
蒔
絵
書
棚 

二
基
・
胡
蝶
蒔
絵
書
棚 

一
基
の
修
理

に
つ
い
て
」（『
金
鯱
叢
書
』
五
一
、
徳
川
黎
明
会
、
二
〇
二
四
年
）。

　

ま
た
「
初
音
蒔
絵
書
棚
」
二
基
・「
胡
蝶
蒔
絵
書
棚
」
一
基
の
修
理
と
そ
こ
で
得
ら
れ
た

新
知
見
に
つ
い
て
は
、
左
の
論
考
が
あ
る
。

・
大
西
智
洋
「「
初
音
蒔
絵
書
棚
」
二
基
・「
胡
蝶
蒔
絵
書
棚
」
一
基
の
修
復
と
科
学
的
な
分

析
で
判
明
し
た
新
知
見
」（『
大
解
剖　

国
宝 
初
音
の
調
度
』、
徳
川
美
術
館
、
二
〇
二
五

年
）。

（
5
）　

本
修
理
で
は
、
精
製
水
で
水
練
り
し
た
小
麦
粉
に
、
生
正
味
漆
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の
を

使
用
し
て
い
る
。

（
6
）　

本
修
理
で
用
い
た
溶
剤
は
、
鉱
物
性
揮
発
油
の
ペ
ト
ロ
ー
ル
で
あ
る
。
本
修
理
に
お
い

て
、
単
に
溶
剤
と
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
ペ
ト
ロ
ー
ル
を
指
す
。

（
7
）　

新
補
の
銀
製
釘
は
、
令
和
五
年
度
の
蛍
光
Ｘ
線
分
析
の
結
果
を
踏
ま
え
、
銀
に
二
％
の
銅

を
混
同
し
た
合
金
を
用
い
た
。
釘
は
中
村
大
朋
氏（
金
工
家
。
日
本
工
芸
会
正
会
員
）が
製
作

し
た
。

（
8
）　

錆
漆
と
は
、
精
製
水
を
含
ま
せ
た
砥
の
粉
に
生
正
味
漆
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の
を
指
す
。

（
9
）　

先
端
部
分（
綿め

ん
た
い体

）が
ス
ポ
ン
ジ
で
で
き
て
い
る
綿
棒
で
あ
る
。
ス
ポ
ン
ジ
綿
棒
は
、
綿
体

が
コ
ッ
ト
ン
製
の
一
般
的
な
綿
棒
に
比
べ
、
発
塵
性
が
低
く
、
細
か
な
作
業
に
向
い
て
お

り
、
拭
き
取
り
性
能
に
も
優
れ
て
い
る
。
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